
宮城県産木材の需要拡大とＣＬＴ等建築の普及推進に取り組む宮城県ＣＬＴ等普及推進協議

会では、宮城県内の建築やデザインに関わる設計者や学生から集まった第４８回全国育樹祭

の式典で使用するステージとバックパネル及び撤去後の再利用のアイディア提案について、

一次審査を通過した8作品のプレゼンテーションを一般公開します。

審査員との質疑応答、審査会を経て最優秀賞(1点)、優秀賞(2点程度)を決定します。

どなたでも応募者による作品のプレゼンテーションや審査の様子をご覧いただけますので、

ぜひお気軽にお越しください。

公開審査公開審査



林內集團努力實現碳中和

宇野智明講座“建築師的自由”

關於“廣島市中心會議”的活動

考慮人與環境 / 碳中和舉措

Parknize ─個變成公園的城市

建築師、東京大學榮譽教授內藤浩的演講“活的”

內藤廣與張基義的小組討論

台灣設計研究院（TDRI）所長張基義主講
“多元共生的台灣建築與設計新浪潮”

為了應對全球日益增長的全球暖化危機感，主要生產使用化石燃料的家用電器的林內集團制定了旨在實現 2030 

年目標和脫碳社會的企業政策和中期管理計劃。闡述未來展望、國內外細分市場、海外新產品。

宇野智明 1960 年出生於愛知縣，是一名泥水匠的長子。受這種影響，他從小就

對建築產生了興趣。然而，他並沒有跟隨父親的腳步，於 1990 年成立了宇野智

明建築設計事務所。後來，2003 年，他開始認真從事建築工作。他每天都深入研

究建築，主要是設計、建造和定期維護住房。自成立以來，他們不斷尋找「前所未

見的普通建築」。

「仙台市中心城鎮建設聯絡協議會」由青葉通城鎮建設協議會、仙台站東城鎮建設協議會、定禪寺通地區管理會、

仙台市中心商店街振興協議會等 4 個協議會組成。我們分享各議會活動中所遇到的問題和獨創性等訊息，為實現

更好的城鎮發展而努力。這次，我們將舉辦研討會，以廣島市中心會議的活動為基礎，就協作系統的理想形式交

換意見。

我認為很多人正在經歷他們直到現在才意識到的氣候變化和異常天氣，例如他們以前從未經歷過的酷暑天。人們

對旨在實現溫室氣體幾乎零排放的碳中和的興趣日益濃厚，合作協會的成員公司也在開發各種產品和舉措來應對。

除此之外，本次研討會也將與建築師一起探討各公司的技術如何為與人類和環境相關的問題做出貢獻，例如勞動

力短缺和節省勞動力。

JIA 宮城保護和復興委員會是一個考慮現有存量的利用，包括建築物的保護、復興

和翻新的委員會。這次，我們將重點關注地區城市的復興，並邀請到 9 月份出版

了《Parknize：成為公園的城市》的建築師馬場正孝，並與東北大學副教授藤野

隆進行了座談會，主題是「城市變成公園」。

作為本次會議的主講，我們邀請了建築師內藤浩，他參與了從公共設施到住宅的各

種空間設計，以及城市發展和城市規劃，包括澀谷重建項目。這次的講座主題是「生

活」。

シンポジウム「伊達の城づくり」

～私の家、あなたの家、そしてみんなの家～Re-turning「Home」 リンナイ株式会社 リンナイグループのカーボンニュートラル実現に向けて

宇野友明氏講演会「建築家の自由」

仙台都心まちづくりシンポジウム「広島都心会議」の活動について

協力会特別セミナー 人と環境を考える・カーボンニュートラルへの取組み

トークセッション 「パークナイズ 公園化する都市」

建築家・東京大学名誉教授 内藤廣氏 講演会「住むということ」

内藤廣氏と張基義氏のパネルディスカッション

台湾デザイン研究院（TDRI）院長 張基義（チャン・ジーイー）講演会
「多元共生的台灣建築與設計新浪潮」

「第一部講演会」では、桑折町教育委員会井沼千秋氏「伊達郡時代 戦
国時代までの伊達氏の居城について」、元米沢市教育委員会手塚孝氏
「米沢時代と岩出山時代の伊達氏の居城について」、青葉城資料展示
館大沢慶尋氏「伊達政宗の居城仙台城について」を行う。「第二部パ
ネルディスカッション」では、3名で議論し、各城館の共通点を抽出し、
伊達の城づくりがどう継承され発展し、また革新されていったかを明ら
かにしていきます。  共催：青葉城資料展示館｜協力団体：桑折町／米沢市

「JIA東北支部＋台南建築家交流大会2024 in宮城」は、台南市建築師公会と日本建築家協会東北支部による文化交流の出発点として
生活に密接に関係する「家」をテーマとしました。来年度開催予定の「台南建築トリエンナーレ2025」のプレ展示としての建築展を行
います。講演やシンポジウム、展示を通して、建築やまちづくりの在り方について皆さんと共に考え、発信していきます。

常設展示：台南市建築師公会住宅作品パネル展示及び模型展示（11/10は東北大学の展示に変更になります）、日本建築家協会東北支部住宅作品パネル及び模型展示、協力会パネル展示

常設展：臺南市建築師公會住宅作品展板展示及模型展示（11 月 10 日改為東北大學展覽）、日本建築師學會東北分會住宅工程面板及模型展、合作協會面板展

全世界における地球温暖化に対する危機感の高まりを受け、化石燃料を主とする家庭機器を取
り扱うリンナイグループとして2030 年目標および2050 年の脱炭素化社会実現に向けた企業
方針と中期経営計画NEW ERA 2025の振り返りと今後の見通し、国内、海外のセグメント、海外
の新商品について解説いたします。

宇野友明氏は1960年、左官職人の父の長男として愛知県で生まれ
る。その影響もあり、幼い頃から建築に興味を持っていた。しかし、父
の跡を継がず、1990年に宇野智明建築設計事務所を設立。その後、
2003年から本格的に建築工事にも携わるようになる。主に住宅の設
計・施工、定期的なメンテナンスなど、建築に深く関わる日々を送って
いる。設立当初から求め続けているのは、「見たことのない普通のたて
ものを求めて」

「仙台都心まちづくり連絡会議」は、青葉通まちづくり協議会・仙台駅東まちづくり協議会・（一社）

定禅寺通エリアマネジメント・仙台市中心部商店街活性化協議会の4つの協議会で構成していま
す。各々の協議会の活動を通しての問題点や創意工夫した点などの情報を共有し、より良いまち
づくりの実現に向けて活動をしています。今回は、「広島都心会議」の活動を参考にして連携の
体制の在り方について、意見交換をする場としてシンポジウムを開催します。

経験した事が無い連日の猛暑など、今まであまり意識していなかった気候変動や異常気象を実体
験として感じている方も多いと思います。温室効果ガス排出量実質ゼロを目指すカーボンニュート
ラルの関心が一層高まっており協力会加盟企業各社も対応すべく様々な商品開発や取組みを進
めております。今回のセミナーはそれに加え人手不足や省人化など人と環境をテーマに各社の持
つ技術が寄与出来る事を建築家皆さんと共に模索致します。

JIA宮城保存再生委員会では建築の保存・再生・リノベーションなど既
存ストックの利活用を考える委員会です。今回は地方都市の再生に注
目し、9月に「パークナイズ 公園化する都市」を出版した建築家 馬場正
尊氏を迎え「公園化する都市」をテーマに藤野高志 東北大学准教授と
共にトークセッションを開催いたします。

この大会のメイン講演として、公共施設から住宅といった様々な空間設
計、渋谷の再開発プロジェクトといった街づくりや都市計画を手掛ける
建築家・内藤廣氏をお招きしました。今回は「住むということ」をテーマ
にご講演頂きます。

©今井智己
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座談會“打造棗園”

～我的家、你的家、大家的家～重回“家”

在「第 1 講」中，桑織町教育委員會的犬沼千秋「關於伊達氏一直到伊達郡時代和戰國時代的居住地」和前伊達

家族成員手塚貴史米澤市教育委員會，“米澤和岩出山時代的伊達氏”。在「第二部分小組討論」中，三人進行討

論，提取各個城堡的共通性，闡明伊達城堡建築是如何繼承、發展和創新的。

「建築師協會東北分會 + 台南建築師交流會 2024 宮城」以與日常生活息息相關的「房子」為主題，作為臺南市建築師公會與日本建築師學會東北分會文化

交流的起點。這也是計劃於明年舉辦的「2025 台南建築三年展」的預展。透過講座、研討會和展覽，我們將與您一起思考和交流關於建築和城市發展的想法。


